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女
王
グ
イ
グ
ト
リ
ヤ
は
一
八
三
七
年
六
月
よ

b
…
九

O

一
年
一
月
に
一
怠
ふ
六
十
四
年
間
爽

，司‘. 
守. I 、
、 . . 
4 ・ 4
'臥 e ・，. 
1 ・

関
に
君
臨
し
、
兆
一
生
は
賢
仁
燦
矧
、
に
み
光
搬
に
窓
ん
で
反
る
u

bp、〉

而
し
て
グ
イ
グ
ト
リ
ヤ
…
代

感
滋
を
飾
る
偉
人
傑
士
一
容
の
如
く
に
多
送
業
中
に
於
て
、
バ

j

メ
ル
ナ
八
十
シ
が
外
交
上
の
快

腕
仁
依
つ

て
閥
成
後
揚
に
大
な
ふ
一
又
燃
£
却
し
セ
る
は
、
厳
史
上
容
ふ
可
ら
診
る
車
交
fwh

め
る
。

-、，・-‘』‘

八
三

O
年
十
日
…
月
グ
レ

i
内
閣
の
下
に
始
め
て
外
相
J
、
ηrFり、

J

八
六
五
年
十
月
第
二
次
計

ネH
ー

ζ

し
て
死
す
み
ま
JY
、
彼
が
れ
ぽ
ん
一
山
燃
は
多
少
の
浮
沈
を
党
れ
な
か

っ
食
け
れ
ど
も
、
此
三
十
五

年
中
約
三
十

…
年
彼
は
政
府
の
絡
に
立
も
蛍
l
h
し
て
外
交
上
得
意
の
手
腕
を
凝
っ
北
Q

始

do 

て
外
相
に
就
任
の
持
、
伎
は
…
次
に
舎
を
寄
せ
で
、
町
一
予
は
就
係
以
来
宛
宅
水
中
に
飛
び
込
み
て

雪

jjJ・
，';i.i}~ う今
生う .::~S~.'t--';:<~;. ‘ 1・1

、

'ー、.
'
i
-
-
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手
足

E
悶
く
常
猫
践
を
水
上
に
保
つ
仁
窮
す
る
人
の
如
し
h

域
特
」
日
ゐ
乙
之
を
白
状
せ
る
唱
)
然
強
間
苦
鉱
山
く
英
才
幹
の
非
凡
な
る
堂
一
部
し
、
次
第
に
献
捌
外
交

I
C
白
詳
し
、
不
慌
の
獄
事
務
仁
田
開

持
の
税
梅
街
・
燦
10'
、
大
陸
諸
政
治
家
を
し
て

一
時
顔
色
な
か
ら
し
め
、
犬
。

ヨ
れ
ば
女
五
グ
イ
グ

t 

i

メ
ル

λ

ト
y

l

仁
川
似
、
明
君
賢
相
時
宏
問
う
し
て
立
っ
と
も
間
ふ
ぺ
く
、
業
関
係
腿

め
て
同
滅
寸
み
つ

-K
答
な
る
も
、
事
官
は
仙
絞
ら
ヂ
、
甚
だ
以
て
不
問
術
分
あ
っ
投
。

倣
岸
仁
し
て

傍
若
無
人
な
る
パ

i

メ
ル
ス
ト
ン
は
、
外
仁
脅
し
〈
強
硬
放
勝
な
る
政
策
念
行
以
、
識
は
鉱
山
涼
慮

仁
事
命
的
巡
動
に
斡
援
を
輿
へ
、
識
は
叉
高
子
的
威
嚇
策
を
訴
し
、
多
く
の
敵
を
作
る
を
悌
ら
な

ρ
1ノ
と

う

・
ず
れ
，

J
J
J
V

で
あ
る
が
、
内
に
於
て
活
外
交
事
務
の
底
辺
上
女
王

L
謝
し
て
瀦
蛍
の
得
微
を
榔
は

歩
、
附
渋
々
締
断
専
行
仁
依
つ
て
女
王
の
戚
情
を
容
し
大

日
一
大
憐
思
州
知
の
傾
向
に
於
て
、
減
石

仁
籾
必
線
旅
な
ふ
女
王
は
パ

!
メ
ル

λ

ト
シ
の
放
一
服
な
る
外
交
を
喜
ば
夕
、
彼
を
以
て
到
ゐ
蕗

-
に
股
峨

&
w只
ぴ
、
彼
一
制
附
を
越
し
、
業
悩
を
危
険
な
る
地
位
に
隠
れ
旦
其
の
信
用
を
窓
口
ず
る
者
ー
し
然

弘、

し
み
ι
の
で
み
叫
ゐ
e

一
則
し
て
彼
等
の
衝
突
は

一
八
五
…
年
十
二
月
ル

、.
F

6

8

、

P

A

1

J
ノ

4
4

レ

オ

y

の
グ

ア

タ
仁
封
ず
る
バ

!
メ
ル
ス
ト
ン
の
態
度
に
依
つ

て
最
後
の
破
裂
を
楽
し
、
パ

ー
メ
ル
ス
ト

y

の

65 

鮮
織
と
な
っ
花
。

A
ぬ
は
世
に
有
名
な
る
諮
で
あ
る
が
、
併
し
業
前
十
年
に
一
旦
ん
/
て
、
女
車
は
殆
ど

女
!
平
山
ゲ
イ
ダ
ト
J

リ

ヤ

と

パ

1

メ

ル

ス

ト

V

ニ
凡
七

ー



-
ゐ
持
s

ザ
混
ザ
へ
イ
タ
ト
リ
、
ャ

k
バ

1
メ

ル

ス

ト

-v

山
聞
い
一
絶
え
歩
ザ
小
平
を
漏
ち
し
、
東
臓
の
議

e皮
々
鵡
っ
た
の
で
あ
る
。
自
ら
恐
れ
英
図
外
安
の
学
関

日
…
八
八

出
品
件
、
あ
っ
て
、
興
味
は
中
々
に
深
い
。

注
に
掲
や
る
は
邸
も
業
の
紘
一
‘
事
マ
あ
る
。

f喝、
担腐暗

恒趨回目P
、~

で
八
三
レ
心
年
六
月
十
八
識
を
以
て
郎
俄
し
食
る
女
主
グ
イ
グ
ト
リ
ヤ
除
、
}
八
四

O
年
ご
一
月

ア
ル
バ
!
ト
州
側
主
と
結
婚
し
允
の
で
あ
る
が
、
や
同
時
宛
宅
挨
及
事
件
が
外
安
界
を
騒
が
し
て
婿

?と

ぷ
品
れ
毘
に
女
王
治
世
の
跡
見
顕
に
於
け
る
堂
大
事
件
で
あ
る
。

一
向
し
て
女
王
と
パ
!
メ
ル

ス
ト
ン
の
衝
突
は
銑
仁
此
事
件
仁
於
て
認
め
得
ら
る
¥

蛍
狩
錦
繍
W

間
以
挨
及
間
五
メ
へ
メ

e 、
1・
司

、、-
、. . 

一ザ， . . . 

ッ
ト
、
ア
リ
の
濁
立
計
剖
を
助
け
、
依
っ
て
以
て
白
閣
の
勢
カ
を
此
方
面
に
挟
楠
せ
ん
と
し
、
業
れ

が
食
め
英
閥
E
C

の
衝
突
を
引
越
し
れ
札
。
特
に
右
結
婚
の
翌
戸
、
倣
閥
首
相
之
な
れ
る
チ

X

I
ル

川
料
、
前
持
者
ス

1

ル
よ
J

り
宅
一
日
府
大
勝
な
ゐ
東
方
政
策
を
取

b
、
戦
争
を
"
も
僻
せ
ま
る
の
考
で
あ

っ
投
。
之
に
鈴
し
バ
}
メ
ル
ス
ト
シ
は
メ
ル
ボ
ル
ン
内
閣
の
外
相
と
し
て
強
硬
に
チ
訊
}
ル

仁
反
野
し
バ
一
時
形
勢
頗
る
危
険
之
な
つ
な
が
、
幸
に
倣
主
ル
イ
、
プ
ヰ

y
wノ
プ
誌
-z

和
を
賞
ん

b
、一、

八
凶

O
年
十
月
下
付
チ
忠
ー
ル
を
'
し
て
齢
職
せ
し
め
-
漸
く
破
裂
を
防
?
を
得
食
。

此
の
前
後
の
事
で
あ
る
が
、
ル
イ
プ
)
イ
り
w
ノ
プ
に
齢
制
し
て
傑
を
同
情
を
有
ず
る
女
王
ず
イ
グ
ト
.

‘ .~、可'‘・聾宮F
、ー;註 H

.".，.，"、

ザ
ヤ
除
、
パ

ー
メ
ル
ス
ー
ト

y

が
飴

b
vト
強
硬
な
る
態
度
を
一
取
る
を
以
て
、
英
併
の
観
察
を
響
じ
u
A

事
件
の
悶
難
を
滑
ず
所
以
な
r

り
と
潟
し
、
側
一
闘
に
怒
る
ぺ
を
お
究
書
案
に
修
正
を
加
で
英
語
調

此
事
を
白
耳
議
吏
レ
オ
ボ
ー
ル
ド
(
女
去
の
伯
尖
)
に
報

品
b

ア

リ

i
Y
7
4
/
H
W

鳴
る
や
?
月
十
六
日
付
の
番
中
に
日
く
吋
予
知
川
ふ
に
パ
!
メ
ル
ス
ト

y

は
一
厨
穏
跡
的
ー
し
な

b
つ
h

を
親
和
的
E
ζ

な

3
し
め
食
事
が
あ
る
。

あ
る
が
如
し
も

応
、
懇
一
々
鋭
和
的
態
度
の
必
要
を
識
し
て
ほ
泊
る
。

英
女
王
は
十
…
一
月
十
一
日
付
を
以
で
パ

1

メ
ル
ス
ト

y

に
怒
れ
る
警
山
中

. .， 

内
チ
ヱ
!
札
Y
U
倒
的
側
西
で
戦
め
ず
論
を
叫
ん
だ
に
和
議
な
い
炉
、
併
し
パ

i

メ
ル
ス
ト
シ
卿
が

滋
つ
わ
ル
穆

K
絶
叫
し
食
i
し
は
思
は
れ
な
い
0

・

仇
蘭
W

仰
と

一
種
の
和
解
的
協
商
を
鮎
ん
か
は
非
常
仁
緊
要
だ
と
思
ふ
。

:
:
:
僻
額
商
そ
鰍

っ
て
極
端
に
走
ら
し
め
診
る
乙
と
、
般
に
和
解
的
混
置
を
取
る
乙
と
の
緊
要
な
る
を
偽
者

せ
ち
れ
皮
し
:
:
:
:
片

砂
削
除
抑
俳
主
は
が
ノ
イ
グ
ト
リ
ヤ
に
制
腕
・
翰
を
総
t
り
、
英
一
闘
の
譲
歩
を
得
る
・
に
非
営
れ
ば
備
蘭
wm
に
掌

A
W
を
見
一
る
や
号
制
t
り
離
し
云
々
と
て
、
女
王
の
・
戚
情
に
訴
ヘ
花
る
仁
、
パ
ー
メ
ル
ス
ト
シ
は
外
安

67 

制
限
を
以
て
之
を
解
縛
し
、
円
是
れ
巧
み
・
な
る
外
安
の
作
用
仁
縫
ぎ
や
'
h

女
主
ず
イ
一
夕
、

l
p
p
ヤ
と

ωハ

1

メ

ル

丸

ト

V

と
階
級
し
食
。
然
る
じ
女

同点凡・九

F 

• 



曳

-同

女

王

ず

4
ク

ト

リ

ヤ

と

パ

1

メ
ル
サ
《
ト

V

ニ
九
O

主
は
布
十
一
月
十
一
日
付
の
議
日
中
に
、
必
ふ
少
し
宅
然
ら
?
と
て
備
五
の
翁
に
競
解
し
て
経
る
。

白
耳
義
去
が
十
一
月
二
十
六
日
付
を
以
て
皇
舵
ア
ル
バ

1

ト
親
王
に
総
れ
る
激
問
中
に
は
、
皮
の

如
く
激
烈
に
パ
}
メ
ル
ス
ト
ン
を
政
態
し
て
居
る
が
、
女
王
の
思
ふ
所
恐
税
之
に
類
し
〈
属
文

に
相
法
な
い
。

司
容
制
君
主
然
セ
る
バ

i

メ
ル
ス
ト
ン
は
共
の
務
境
遇
に
照
p
り
し
係
t
り
に
怒

b
u例
く
位
激

. 

烈
で
あ
る
。

何
の
匁
に
其
ん
な
仁
情
・
感

2
、
憤
怒
之
を
一
部
す
の
が
了
解
が
出
来
ぬ
。

b
H
H
H
r

・旬、A
M
W
ヨ

が
女
王
の
戚
腕
川
仁
訴
ヘ
大
一
万
々
仁
就
て
の
彼
れ
の
官
は
、
子
供
ら
し
く
が
刀
あ
ち
叉
地
神
々
し

く
?
の
み
。
業
ん
な
事
は
全
然
無
根
で
ふ
ツ
o
h
o
(
粕
げ
山
総
紙
駒
憾
制
い
ん
切
断
削
れ
れ

W

M
刊

は

女

)

似
し
挨
反
事
件
は
併
閣
外
交
の
失
敗
に
終
J

り
、
共
上
に
て
和
解
る
成
l

リ
、
従
っ
て
女
王
vp
」
バ
!
メ

，
 

、

e

-

p

e

-

-‘
1

・
一

亀

te

-

e
 

、

•• 
-
a

'

 

-
e
 

ル
ス
ト
ジ
の
関
係
号
無
事
な
る
を
得
北
。

然
し
な
が
ら
一
八
4

五
二
年
の
大
衝
突
が
'
械
に
設
に

.-唱、、
・哩Rヨe
障者，.

植田串
、情._.J

-e -‘
 • !・.

也、.、
J

、、

萌
し
て
居
る
は
勿
'
紛
で
あ
る
。

次

広

旭
l

り
な
る
は
一
八
四
六
年
の
首
班
牙
女
王
イ
サ
ペ
ラ
の
結
婚
問
題
で
あ
る
。

月
ラ
ッ
セ
ル
内
閣
の
外
相
2

乙
な
れ
る
パ

i

メ
ル

λ

ト
ン
は
、
備
一
閣
の
ギ
グ
ー
が
此
結
婚
問
題
、
ど

此
お
・
・
レ
匂

、

.、

利
用
し
て
勢
力
を
西
班
芳
仁
伸
ば
・

3
ん
と
す
る
を
臼
判
断
然
之
仁
氏
訴
し
、
再
ば
英
仰
の
乾
燥
を

引
魁
し
花
。
旦
パ
!
メ
ル
ス
ト
シ
は
一
一
則
表
面
仁
川
μ
例
去
の
忌
み
嫌
ヘ
る
1

プ
ル
グ
家
の
レ

オ
ボ
ー
ル
ド
税
王
を
布
結
婚
の
候
締
者
仁
殺
し
、
裏
面
に
除
菌
班
牙
港
北
グ
紙
、
の
餅
袖
之
認
め
p
り

る
k
B

ド
シ
、

x
y
リ
吋
/
グ
を
腎
班
牙
官
艇
に
抑
薦
し
校
。

ま

1，{ 
~ ~.--<." 

¥‘  

是
け
い
砂
町
批
抑
留
班
牙
駐
在
の
茶
目
公
使
食
P

I

り
し
バ
ル
ワ
ー
の
説
仁
掠
れ
ば
、
英
人
形
に
凶
て
例
制
闘
を
嚇
か
し
、
Z

Y

リ
Y

グ
立
候
補
を
助
け

、

・.

3
す
鴻
勝
に
山
山
で
文
の
で
あ
る
(
バ
ル
ワ

i
者
パ
!
メ
ル
ス
ト
ン
偽
第
三
容
第
七
盆
l
)臼

女
王
ず
イ
グ
ト
リ
ヤ
は
パ

i

メ
ル
ス
ト
ン
が
西
班
牙
の
内
事
仁
子
捗
し
引
て
例
凶
之
の
衝
突

然
・
も
パ

1

メ
ル
ス
ト
シ
綜
種
々
抗
鰐
し
、
鮮
日
仰
い
恥
廊

を
来

3
ん
と
す
る
を
熱

vu
に
非
難
し
文
J

せ
な
い
の
で
あ
る
。

謀
関
仁
英
国
の
態
動
ね

x
y
v
y
グ
を
喜
ば
ぬ
西
班
牙
母
円
前
及
保
守
紙

と
僻
附
問
主
の
紡
蛇
を
磁
成
ず
る
の
結
果
と
な
J

り
、
一
八
四
六
年
八
月
二
十
八
日
イ
サ
パ
ラ
綜
保

守
紙
の
ド
ン
ブ
ラ
シ
ジ
ス
ー
と
結
婚
す
る
仁
侠
し
、
岡
崎
仁
イ
サ
パ
テ
の
妹
以
併
協
王
子
モ
シ

パ
シ
ジ
品
と
婚
約
を
結
ん
だ
。

R

芯
は
英
側
闘
に
取
t

り
ニ
震
の
失
敗
で
あ
る
。

女
王
グ
イ
グ
ト
リ
ヤ
は
倣
闘
と
の
親
交
じ
童
き
を
置
を
、
パ
!
メ
ル
ス
ト
シ
の
排
倣
的
政
一
策
を

ω
制
止
ナ
ゐ
仁
努
め
セ
る
抑
制
な
、
る
仁
、
悌
一
郎
…
王
ル
イ
、
ア
イ
リ
w
ノ
プ
は
蜜

-q
斯
る
性
意
を
取
ら
診
る

女

王

グ

イ

タ

ト

ヲ

ヤ

t
パ

1

メ

ル

ス

ト

ν

エ
丸
}
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女

・

王

ィ

グ

イ

ク

ト

リ

ヤ

と

パ

1

メ

ル
υ

ス

ト

ν

の
み
が
剖
て
英
子
を
西
班
牙
女
王
の
妹
に
嫁
し
、
英
閣
の
利
益
営
脅
す
を
憾
ら
な
い
の
て
グ
イ

グ
ト
リ
ヤ
は
甚
し
く
其
不
信
義
を
憤
つ
犬
。

-弓

J
 

ニ
九
ヰ

且
阿
時
に
織
る
成
行
と
な
る
-
M

も
パ

l

メ
ル

λ

ト

守、，、
、、

悶.
‘-. 

且 ι.. . 

uv

の
慮
理
宜
し
を
を
得
な
み
に
図
る
と
て
、
叉
々
彼
に
封
ず
る
不
一
今
宮
増
し
た
。

九
月
十
四
日
付
白
一
井
義
一
土
宛
の
手
紙
に
左
の

一
八
四
六
年

A

や

m
M
P
A
h
-
-
'
o

一
告
が

3
2

. 

コ
・
ド
り
吋
ノ
ド
に
於
て
は
確
に
彪
理
を
謀
っ
た
白

若
し
ア
ペ
ル
ヂ
!
/
ヘ
パ

1

メ

ル

ス

ト

V
J

よ
f

就

任

前

の

外

川

〕

に
し
て
業
職
仁
在
'
り
大
ら
ん
に
は
、
此
事
件
は
一
切
鵡
ら
な
か
っ
セ
で
あ
ら
う
。

ア

ペ

ル

チ.

Y

な
ら
ば
強
い
て
ヱ

y

リ
ツ
グ
を
候
補
者
i
L

潟
し
て
母
后
グ
リ
ス
チ
ナ
を
立
腹

3

せ
な
か

っ
た
援
だ
。

第
二
に
キ
、
7

i
電
ア
ペ

ル
ヂ

l

ン
に
劃
し
て
な
ら
ば
、
パ
!
メ
ル

λ

Y

仁
濁
ず
る
が
如
く
、
強
い
て
之
仁
勝
っ
て
英
一
面
白
を
ゆ
慨
し
ゃ
う
と
唱
せ
な
か

0

0

0

o

'

O

 

兎
に
角
間
抜
に
再
ば
我
等
を
し
て
悌
閥
r
p
L

眠
時
十
コ
し
党
の
は
彼
れ
パ

i

メ
ル
ー
へ

っ
た
だ

p
り
-
p
y
。

ト
Y

で
あ
る
。

予
は
貨
に
此
眠
時
間
肢
の
た
め
探
〈
悲
痛
を
蒙
る
の
で
あ
る
h
u

、νぜ" "-，~‘ e 

猶
九
月
二
十

日
の
手
紙
仁
川
百
周
一
専
を
繰
返
し
、
…
u

ア
ペ

ル
ヂ

i

y
に
し
て
共
臓
に
荻

b
t

ミ粍itiji三，.

ら
ん
に
は
新
ッ
心
事
は
無
が
1

り
し
な
ら
ん
。

パ
ー
メ
ル
ス
ト
ン
に
謝
す
る
悲
緩
ま
強
調

k
h
t
〉

X
3
0必
A
H
L
V
，d
l
t
hド
日

U
υ
汁

U
V
.

不
脅
行
潟
の
原
因
セ
F

り
し
な

b
h
ー
し
寄
っ

て
印
刷
る
。

パ

l

J

ル
ス
ト
ン
に
封
す
'
γ

心
女
王
の
不

織
は
殆
ん
ど
燃
ゆ
る
が
如
営
者
あ
る
で
は
鉱
山
い
わ
申

、
(
閤
)

J :( 

集
後
一
八
閥
八
年
凶
月
十
七
日
仁
査
よ
リ
、
女
王
グ
イ
グ
ト
リ
ヤ
は
底
抜
仁
パ
!
メ
ル
ス
ト

y

に
書
を
奥
ヘ

て
、
長
，
ら
く
外
交
事
件
の
綴
過
を
奏
上
せ
念
る
宮
資
め
、
旦
了
抹
及
ホ
ル
ス
タ
イ

y

色、、.

‘" 

間
の
調
停
仁
同
意
し
北
る
は
事
機
章
一
大
な
る
仁
、
務
め
之
を
女
王
に
奏
上
せ
合
る
は
何
事
ぞ
や

と
て
、
非
…
難
の
意
を
旧
制
し
て
、
印
刷
る
。

其
翌
月
パ

ー
メ
ル
ス
ト
ン
は
マ
ド
リ
ヅ
ド
駐
在
の
バ
ル
ワ

!
染
伎
に
訓
A

ザ
を
浴
I

り
、
大
限
の
港
総
に
付
商
班
牙
女
王
に
応
は
出
向
す
る
所
ゐ
ら
し
め
柁
る
応
、
此

は
不
治
則
の
干
渉
な
f

り
と
て
、
バ

ル
り
ー
は
こ
十
凶
跡
内
に
首
班
牙

k
立
会
ゐ
べ
な
を
求
め
ら
れ

戸
』

O

A
J
a
 
の
反
省
を
促
し
北
は
・
勿
論
刊
に
あ
ふ
。

女
王
グ
イ
グ
ト
リ
ヤ
が
之
を
以
て
パ

i

メ
ル
ス
ト
ン
の
滋
失
仁
出
づ
る
磁
隠
と
斜

L
、薬

英
後
積
々
の
件
に
於
て
女
王
よ

b
帯
情
を
言
ふ
号
、
パ
ー

メ
ル

λ

ト

y

卿
仁
劃
し
て
は
、
苦
情
は
凡
て

y

は
鈴
j

り
改
め
様
ー
し
坊
も
せ
な
い
。
河
内
パ
!
メ
ル
ス
ト

何
等
の
効
柴
を
が
も
有
、
せ
守
'
h

と
は
、
女
一
主
が
防
年
六
月
二
十
六
日
峰
村
相
ラ
ヅ
セ
ル
に
向
っ
て
錆

し
-t
怨
言
で
あ
る
。
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そ
れ
か
ち
九
月
に
入
J

り
女
主
の
怒
は
滋
ぶ
破
裂
し
北
。

女

王

ず

イ

タ

ト

ザ

い

ヤ

之

パ

1

メ

ル

ス

ト

V
e

蛍
時
伊
太
利
じ
於
て
は
、
白
一
箆
一
一
月
本

ttJ 



ト

ν

一
九
四

女

・

主

ず

イ

ク

ト

リ

ヤ

と
匂

ι
パ

1

メ

ル

ス

ぬ
命
の
影
響
と
し
て
鱗
飢
趨
ふ
拠
地
利
と
サ
ル
ヂ

を
巾
込
み
、
燃
の
掠
紹
を
受
け
な
。

せ
な
い
で
放
楽
し
て
属
女
。

一
ヤ
と
は
開
戦
L

引
を
あ
コ

ζ

ず、↑
a
j
J
j
z

f

t
、
山
吋
ぜ
?
カ
イ
」
臼
胞
札
剖
防
犯

然
る
に
パ

ー
メ
ル
ス
ト
、
ン
は
此
堂
大
事
件
を
数
日
間
奏
上

く
思
改
川
レ
ピ
う
・

J

I

a
・-
0
4

」
i
，

f
v

/
で
、
女
王
以
議
々
バ
女
王
が
非
常
二
ぜ
長
ノ
ζ

h
ソ

i

t

u
ト
ソ

H
n
(
?
抗
ぞ
銅
山
迎
で
な
い
。

て
伊
木
利
マ
瑛
こ
一
又
?
し
、
見
ゅ
よ
伶

c
j
p
v

b
v
!
3
3
;
A
m
-
-
u早
よ
し
な
る
や
号
制
I

り
難

民
一
品
岡
崎
パ
}
メ

F 、

.、、

4 ・ F

ル
ス
ト

y
N
μ

側

関

と

提

mm
し

ー
メ
ル
ス
ト

ン
の
外
安
o
u
t

危
険
な

p
o
t
怒
し
、
六

i

:

;

 

ン
免
職
の
事
を
相
談
し
た
。

. 

九
日
首
相
一
y

y
セ
凶
作

Lι

加
M

M

U

ざ

ぐ

す

h
-
H
4
4

・
r

ノ

"・

ω
J
E
t
-
A

K
ド
ゐ
八
日
月

1
1

ー
メ
ル

ス

女
主
は
役
と
放
ハ

仁
容

&
3
J
位
。

t

f

l

t

袋
ご
し
ζ
l
t
‘
散
に

斜
に
唱
箆
厳
に
地
へ

ま

る

と

約
し
て
信
杢
ど

告

を

活

h

4

t

y

る
と
と
阿
利
の
翁
に
唱
歌
川
叫
コ
ド
U

J

ノ

ノ

・

l
R
R
t
t
/し
河

叶
s

d

ル
1
H
V一

ir
」
等
を
…
尚
'hJ
、
愛
蹄
大
守
グ
ラ
レ
ン

/
ン
・

4
h
r

司
1

・・

2
4
h
F

、，

H

3

4

J

1

S

旬
、
官
官
』

F

ρ

4

、
‘
，

司

a
t
J
9
4
A
1

ル
r
'
Tト
l
k

ノ

I
t

メ
/

レ

E

、

J

J

，l
 

ン
を
援
関
大
守
之
総
ド
ー
、
J

1

b

』

'

町

・

j
u
-
3
3
;ず
ら
訴
し
、
文
り

!
メ
ル
ス
ト

-ア

y

セ
ル
一
以
女
王
〉
h

かすこ

i
t
)

2
0
川

=
E
、

h
a凡
退
手
る

を
認
め
党
げ
れ
と
川
市
、
案
内
閣
U立
pて

ン
あ
る
を
以
て
始
め

て
弦
念
?
"
を
h

)

台
日

h
f

百
ー
す
AVH

冶
稔

，
 
‘
 

• 
'
 

、ivv

に
て
九
州
間
信
之
を
放
慾
し
て
敵

2.
な
ら
し
む
る
様
な
専
は
出
来
な
い
。

ζ

れ
で
究
機
訴
し
も
遂

に
泣
寝
入

E

F

-dsb九
7
・
ノ

t
y
e
v
φ
H
r
p
-
r

で
あ
る
。

然
る
い
札
…
八
凶
九
年
一

日
付
に
蛮
'
夕
、
再
ぴ
党
職
紛
が
卵
胞
つ
食
。

!
島
の
紋
民
以
武
mb
往

時

入

日

E
l
j
λ
u
v
.
、
党
め
委
員
を
英
闘
い
恥
擬
し
大
。

品
岡
崎
市
部
伊
木
利
ネ
!
プ
ル

λ此

闘
に
於
て
内
乱
趨
t
り、

v
v
リ

も占;':lqH..~ょに・

-
a
 

• 
，
 

R
 
ゴ
1
1
J一
1
'
a
E
E
1

ー

な
っ
て
居
た
の
モ
大
仁
窮
し
大
。 の
誠
器
を
見
付
け
文
け
れ
ど
号
、
恭
一
れ
ほ
英
政
府
畏
上
の
約
束
と

ー
メ
ル
ス
ト
ン
拡
閣
議
仁
活
上

3
L
V
-濁
断
に
て

然
る
仁
パ

委
員
以
所
々
授
然
し
て
目
的

受
詩
人
に
武
器
純
資
全
一
許
し

k
o

ソ
で
と
で
、
み
・

l
lプ

ル
ス
政
府
よ
J

り
抗
議
宮
市
、
込
ま
れ
、
内
問
の

大
問
題
と
な
っ
大
が
、
一

八
四
九
年

一
月
二
十
三
日
パ

l

メ
ル

λ

ト

ン
は
窓
外

h
K
G
ネ
!
プ
ル

ス
政
府
仁
謝
探
ず
る
乙
と
に
同
意
し
、
設
に

一
ー
先
づ
務
者

2
・
な
っ
た
け
れ
ど
'
も
λ

女
王
は
之
を
巣

餓
に
~
都
市
て
殻
く
諜
に
ゆ
か
ぬ
u

ネ
ー
プ
ル
ス
'
加
を
小
閥
仁
謝
罪
す
る
以
大
脱
線
な

b
ー
し
て
痛

く
憤
慨
し
、
パ

!
メ
ル
ス
ト

ン
の
免
職
を
賀
行
せ
よ
と
一
ア

y
セ
ル
仁
迫
っ
た
。

女
王
の
苦
情
以
彼
々
設
寝
入
ト
ド
ω
炉
、
ら
診
る

併

し

7

y

t
ル

-
唱
此
獅
子
に
は
予
を
似
る
h

と
と
が
出
来
な
い
。

を
得
な
か
っ
大
の
で
あ
る
。

(
混
)

元
来
一

般
英
樹
民
政
仰
の
野

vω
を
怠
み
J

叉
伊
太
利
の
問
民
的
獅
立
迩
動
に
刷
怖
を
ゆ
宵
叫
に
、
パ

!
メ
ル
ス
ト

ν
の
外
交
政
策
を
是
認
し
て
活
文
の

で
、
品
化
が
'
郎
も
彼
の
桁
γ

ず
を
奪
ひ
難
か
ら
d

し

め
柁
の
で
あ
る
。

一
八
五

O
年
六
月
廿
五
日
パ

l

メ
ル
ス
ト

y
d
下
完
と
冷

c
g七
v
g
ト
r
E

司

h
s
-
-

白
U
V
H
E
ι

、J
E
F円

v

h

u

ド

U
H引・

h

H

y

h

勺
吋

J

'18 

分
間
に
亘
る
大
前
銃
密
錦
し
、
英
外
交
政
策
を
締
践
し
花
が
、
そ
れ
よ
I

り
数
日
に
瓦
t
p
y
!
ル
、
ヂ

女

王

ず

イ

ク

ヤ

之

パ

メ

ル
。
ス
ト

V

ニ
九
五



女

五

ず

イ

ク

ト

V

ヤ

と

パ

1

メ

ル

ス

ト

V

川
内
ス
レ
リ

I
、
、
グ
?
"
ノ
ド
ス
ト
ー
ン
、
ゴ
プ
ヂ

y
、
・
及
グ
，
一
プ
川

二
九
六

ム
等
の
精
鋭
を
識
せ
る
庶
務
論
あ
ι
リ
た

る
に
宅
約
ら
み
少
、
二
十
八
日
の
投
鶏
ド
於
て
政
府
は
二
百
六
十
聞
に
封
ず
る
三
百
十
M
L

て
勝
利

を
博
し
、
パ
!
メ
ル
ス
ト
ン
の
地
位
は
議
一
々
盛
岡
t
ζ

な
つ
食
。

然
も
女
王
は
相
幾
ら
安
閑
々
の

hw
仁
地
ヘ
ぬ
Ir-
見
え
、
此
年
レ
心
月
二
十
八
日
再
ば
首
相
一
ア
ヅ
セ

ル
に
滑
討
を
輿
ヘ
、
パ
!
メ
ル

λ

ト

y

の
解
任
を
悔
し
た
。

マ
ア
の
信
任
せ
か
』
る
、
叉
予
に
濁
し
て
会
主
穏
常
な
ら
念

る
商
事
の
み
を
斜
し
ホ
刷
れ
る
人
を
し

て
、
外
務
の
地
位
に
溜
ま
ら
し
め
、
予
自
身
に
外
閣
の
俊
一
郎
を
蒙

b
、
且
裁
閥
、
ず
だ
し
て
絡
ヘ
公

る
紛
糾
の
危
険
に
階
ち
し
む
る
は
、
是
れ
予
の
義
務
の
許
ヌ
-
M
E

る
所
晴
、
、
あ
る
。

防
に
六
十
・
七
の
高
齢
仁
悲
し
、
H
A
H取
廷
に
失
敗
を
兎
れ
之
を
勝
利
と
思
ヘ

る
場
合
な
れ
ば
、

此
上
パ

ー
メ
ル
ス
ト
シ
は
油
開
港
自
身
政
俊
の
堕
は
無
い
・
:
ト
-
U

グ
イ
グ
ト
リ
ヤ
の
立
版
活
無
理
で
は
無
い
が
、
併
し
一
ア
w
ノセ
ル

説

υ
加川

1
」

a
u
ι
L
吟
b
H

ず
原
山

ρ
。

阜
市
ド

d
待
『
岳
山

υ
み
N

冷
却
H
b
v

}市

し

、、J
“・.

て
貸
住
あ
る
首
相
が
賛
行
を
同
意
せ
合
る
以
上
、
如
何
に
，
君
主
な
J

り
と
て
抑
制
ゆ
る
鐸
に
ゆ
が
め
ι

そ
れ
で
・
女
王
宅
一
先
苑
臓
を
思
止
ま

b
、

‘ 

八
五

O
年
八
月
十
二
日
ヲ

y

一
「
附
籾
ホ
ゅ
の
過
失
を
防
?
絡
に
は
、
予
が
外
務
大
阪
に
溺

し
て
期
待
す
る
所
を
筒
問
中
に
説
明
す
る
子
円
前
り
と
す
ぺ
し
h
l
ζ

て、…

セ
ル
宛
の
手
紙
に
於
て
、
点
"
の
諸
鮪
を
泉
げ
花
。

二
)
外
務
大
国
は
英
の
潟
曲
、
ぴ
ん
と
欲
す
る
事
を
明
白
に
奏
上
し
、
女
子
変
じ
て
共
の
裁
可
を

輿
ヘ
大
る
事
項
&
明
白
に
知
る
を
得
せ
し

U
べ
し
。

(
二
)
一
食
♂
裁
可
を
綴
た
る
事
項
は
、
犬
同
刊
に
於
て
候
意
じ
畿
支
修
一
止
す
可
ち
歩
。

潟
は
女
主
に
封
ず
る
誠
貨
を
快
?
者
と
認
め
、
憲
法
上
の
機
利
に
依
1
9
英
大

mbι
党
献
す

斯
る
行

‘ 

る
を
得
ぺ
し
。

女
王
は
霊
要
な
る
決
定
の
然
き
る
弘
前
仁
、
大
臣
と
外
閥
抗
公
使
関
の
交
渉
仁
付
報
告
を
鯨

叉
傑
t

り
海
部
州
せ
か
』
る
中
に
外
閥
抗
公
女
舎
の
送
附
を
浸
け
、
叉
女
王
の

ん
と
と
を
期
待
す
。

裁
可
を
受
く
ぺ
念
会
女
詩
集
は
、
向
山
け
閲
読
じ
足
る
、
だ
け
の
時
日
の
倣
格
を
殻
念
〈
滋
附

せ
ら
れ
ん
と
と
を
期
待
す
。

パ

i

メ
ル

ス

ン
は
ブ
ヅ
セ

ル
よ
1

り
此
魔
書
の
通
知
を
受
け
…
u

共
の
命
ヂ
る
所
に
従
ふ
と
と

を
期
す
ペ
し
い
2
・
符
ヘ
、
女
王
毛
之
に
て
野
く
段
腕
の
態
度
を
取
る
乙
之
、
な
つ
食
。

然
る
に
其
後
潟
…

ヶ
月
を
泊
、
総
合
る
中
に
、
叉
一
々
事
件
が
持
弘
上
が
っ
た
、

そ
れ
は
川
イ
ナ

均

す

崎

wmと
云
っ
て
洪
俄
利
及
伊
太
利
の
各
所
に
て
残
酷
な
る
総
慣
行
を
怒
げ
、
感
名
一
世
に
荷
き

女

王

グ

イ

グ

ト

明

ヤ

と

パ

1

メ
ル
ス
ド
ム
ザ

吋一九七

. 
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女

王

グ

小

タ

ト

リ

ヤ

之

パ

l

メ

H

グ

ス

ト

ν

襖
閥
一
軍
人
が
係
伶
L

款
に
京
消
，
h
t
u
る
に
奨
人
の
之
宮
…
熔
ひ
ζ

と
長
し
く
、
誠
一
般
印
刷
に
て
多
故
つ
切

1

J

J

M

三
4
B
U
O
J
V
/ふ
H
V

者
等
以
此
軍
人
&
袋
卯
を
と
な
し
、
多
少
の
銭
修
を
ず
ら
輿
へ
犬
。
之
に
付
際
関
大
使
1

ル
レ

ん
努
胤
英
樹
外
務
省
仁
苦
情
を
持
も
処
み
だ
れ
ば
、
バ

i

メ
ル
ス
ト

y

は
必
支
持
を
以
て
隙
税

〕
丸
凡

e 、
・ I.・

+ 

.‘ h 守

司‘‘ 

の
滋
を
表
し
、
然
活
書
中
に
は
燦
・
に
針
し
総
常
な
ち
J

も
d

る
字
句
を
合
ま
せ
花
。

H
A
此
文
書
に
就

て
M
W

諌
め
女
王
の
裁
可
を
識
は
位
か
っ
・
な
の
で
あ
る
。

女
王
の
立
肢
は
貴
仁
川
応
ひ
縫
ら
る
¥

首
相
?
"
ノ
セ
ル
活
此
度
以
強
硬
な
る
態
度
を
取
ム
ム
付
必
文
書
を
撤
附
し
て
不
穏
-
常
な
る
字
句

を
削
除
せ
ん
と
と
を
パ
!
メ
ル
ス
ト
ン
に
要
求
し
食
。

パ
!
メ
ル
ス
ト
ン
叫
始
め
終
日
仰
に
之

に
従
は
み
少
、
或
以
齢
臓
を
鼠
し
て
威
嚇
し
て
一
居
食
が
、
一
向
仁
効
能
が
無
い
の
で
慾
に
首
相
の
袈

求
に
従
ひ
、
無
事
に
局
配
給
ん
、
だ
。

ゐ。

但
し
女
王
の
不
諭
綜
到
賎
解
く
る
を
得
な
か
っ
大
の
で
み

(
白
山
ハ
)

十
年
来
抑
え
に
抑
え
た
る
女
王
の
不
織
り
滋
仁
一
八
五
一
年
十
二
月
に
至
っ
て
最
後
の
徽

裂
を
鴻
し
大
。

怒
れ
ぬ
人
に
義
く
知
ら
れ
食
事
変
匂
あ
る
が
、
薬
類
い
未
じ
斯
う
J

で
あ
る
。

商
の
ル
イ
、
ナ
ボ
レ
オ
シ
は
官
時
屡
々
践
舎
と
衝
突
い
し
、
叉
汁
ル
レ
ア
シ
家
複
立
の
除
隊
非
常
仁
倒;
蹴

滋
t
り
来

b
、
形
勢
甚
だ
危
険
で
あ
っ
忙
の
ぜ
、
一

は
之
仁
灘
ず
る
防
御
m
の
た
め
、
一

は
叉
総
力
増
幾

-

eR JIHepVEr--占
S
E

今

、

・

i

j

の
野

vω
を
織
北
ず
北
め
、
一
八
五

年
十
二
月
二
日
有
名
な
る
グ

1
デ
タ
を
行
ふ
柱
。

L
b
口
同
島
よ

J
H
V
4渇
サ

Iu--

、
. 

翌
ゴ
)
日
倫
敦
仁
遣
し
柁
の
〆
で
あ
る
が
、
パ

ー
メ
ル
ス
ト

y

は
英
日
例
岡
大
使
ワ

レ
ウ
ス

キ

向
ぴ
、
此
グ

l
Jプ
タ
の
日
り
を
得
含
る
と
之
を
…
尚
ょ
ッ
、
ナ
ポ
レ
オ

y

の
断
乎
な
る
蕗
鑑
を
是
認
し

.. . 
1 、.'

?ζ 

而
し
て
グ
ー
ダ
タ
仁
部
ず
る
此
意
見
殺
表
は
閣
議
を
桜
花
の
で
毛
無
く
、
英
女
王
の
裁
可

を
得
、
食
の
で
も
無
か
っ
食
。

否
、
有
の
事
貨
を
知
ら
ぬ
女
王
は
翌
四
日
首
相
一
プ
ヅ
セ

ル
に
議
闘
を

‘' 
一、

訟
I

り
、
足
以
型
一
政
謎
に
付
我
在
悌
大
俊
一
ノ
ル
マ
ン
ピ
!
ド
訓
令
を
送
。
、
会
く
受
倒
的
態
皮
£
守

t

り
、
事
件
仁
関
係
せ
か
ら
し
り
る
ζ

と
、
甚
だ
肝
裂
な
ら
ん
。

彼

一
L
J

ゴド'一噌
b
f
r
t
く
も
折
る
は
如
'

』

i
¥
-
E
'
と
よ

I
4
2
院

に

〈

2

4
止
ノ

d

l

J

A

官
仁
は
誤
解

3
れ
易
し
い
と
言
つ
食
の
で
あ
る
。

パ
ー
メ
ル

ス
ト

y

の
談
話
は
瓜
仁
倣
倒
大
使
よ

-
b
U
思
の
外
務
省
仁
報
告

3
れ
た
が
ぶ
r
b
1
r
-

行
法
ぴ
仁
川
仏
巴
思
の
ノ
ル
マ

y

ピ
}
ょ
ん
J

パ
ー
メ
ル
ス
ト
j
y

仁
向
け
、
巴
昭
一
政
援
に
付
訓
令
所
一

求
め
て
来
北
。

之
に
到
し
パ
!
メ
ル
ス
ト
ン
は
女
王
の
手
紙
仁
竜
一
憾
み
、
十
二
月
五
日
付
を
以

て
、
町
一
側
関
政
府
と
の
交
際
じ
何
等
の
縫
一
見
を
る
興
ヘ
ポ
ヘ
叉
働
問
の
内
事
仁
子
捗
ず
る
の
風
bvH

示

下:手

'77 

ヨ
ぬ
検
に
い
と
の
返
事
を
鼠
ハ
ヘ
食
。
六
日
午
前
ノ
ル
マ
シ
ピ
ー
は
此
返
事
を
侵
4

取
っ
た
の
ぜ
、
年

/

女

王

グ

ナ

ク

ト

リ

町

吋

之

パ

11
メ
ル
す
(
ト

y

日

'
u
e
u

m
f可
J
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女

王

グ

イ

ク

ト

ザ

ヤ

と

パ

ド

ー

ル

ス

ド

vf
‘

補
地
倣
閣
外
相
チ
ユ
ル
プ
ー
を
訪
ぴ
、
英
内
容
を
滋
告
し
、
且
此
遜
告
の
滋
鰻
し
牝
の
は
成
ゐ
日
い
み
/

難
を
箆
文
の
潟
で
あ
っ
て
、
決
し
て
政
機
に
闘
し
疑
戒
を
抱
い
て
屈
な
議
サ
総
…
‘
い
と
附
宮
し
校
。

0 
0 

紛
が
側
閥
外
相
は
ノ
ル
マ

Y

ピ
ー
が
内
必
グ
!
デ
タ
を
怒
く
倒
ゆ
っ
て
る
W
引
を
知
っ
て
活
文
様

、
だ
か
ち
必
口
々
し
く
思
び
、
貸
は
ご
目
前
腕
に
ワ
レ
サ
ス
キ

i
ょ
ん
J

英
脳
外
相
が
十
分
の
是
認
宏

輿
へ
柁
ゐ
・
闘
ぷ
つ
大
の
で
あ
る
か
ら
、
遊
婚
は
一
向
義
文
ヘ
御
肱
ら
ぬ
と
、
冷
か
し
字
分
の
総
務

を
し
た
。

ノ
ル

γ

y

r

!

の
地
位
が
蹴
・
る
妙
な
者
と
な
っ
セ
は
L

一
一
同
ふ
迄
活
保
い
。

女
王
グ
イ
グ
ト
リ
ヤ
以
前
唱
な
〈
布
の
蹴
日
米
を
徳
間
し
て
非
常
に
鳴
き
、
十
二
月
十
三
日
ブ

吋
ノ
セ
ル
仁
庄
の
舎
を
の
総
つ
北
。

1 . 
• f ¥ 

h 

-v 、

令

一
u

銚
間
政
府
は
グ

i
Jア
タ
仁
付
英
岡
政
府
よ

b
十
分
な
る
是
認
を
得
大
?
ζ

稀
ヘ
居
る
様
で

パ
ー
メ
ル
ス
ト
ン
卿
若
し
斯
る
是
認
を
典
ヘ
た
と
す
れ
ば
、
共
れ
は
滋
日
市
上
げ

、，
h
o

fw
ヲ
r崎

大
殿
庄
中
立
の
政
策
と
一
止
じ
矛
盾
す
る
の
、
だ
か
ら
、
女
王
拡
之
配
信
歩
る
ζ

と
が
出
来
な

0

0

 

・
前
一
事
賞
、
だ
と
す
れ
ば
、
是
れ
天
下
仁
鈎
し
く
蒋
ば
女
王
の
政
府
の
誠
資
及
戚

、
、‘ー、J

u、信
を
持
、
す
宥
で
あ
る
は

r‘
 
』・

-
e
v
 
f
-
;

‘
 

3
1
 

望

E
上
千
E
E
L

f-喝
も

川

、

f
t

t
 

. 

ア
ヅ
セ
ル
は
磁
仁
パ

l

メ
ル
ス
ト
ン
、
に
向
っ
て
殻
明
を
求
め
花
。

併
し
式
競
明
は
吋
悲
秘
法

. 

，
 

、y

ta'ff 

一

j
i

-
-
i
 

々
は
予
一
個
の
、
総
見
と
し
て
非
日
公
式
的
に
輿
八
ら
れ
従
者
に
て
、
敢
て
政
府
の
行
殺
を
束
縛
す

る
諜
で
は
無
い
b
t
し
宮
ふ
般
の
事
折
、
、
ラ
ッ
セ
ル
の
櫛
起
を
得
る
乙
と
は
出
来
な
か
っ
北
u

建

パ
ー
メ
ル
ス
ト
シ
は
首
相
ょ
ん
僻
臓
を
請
求
せ
ら
れ
、
後
伎
に
は
グ
ア

Y

グ
イ
ル
榔
限
定
せ
ら
れ
、

其
英
治
式
以
十
二
月
二
十
六
日
を
以
て
行
け
い
れ
犬
。

斯
く
て
女
王
の
十
年
来
の
げ
小
平
不
備
は

• 
、

，
 

• 
t
 

L

、、，

漸
く
崎

q・3
れ
柁
の
で
ゐ
る
。

蛍
時
女
主
は
白
川
?
で
断
然
パ

i

メ
ル
ス
ト
シ
に
党
臓
を
A
W
・世

ん
か
と
・
も
忠
つ
花
け

μ
ど
弘
、
物
議
を
思
ふ
て
熔
践
す
る
中
宥
の
始
末
と
な
f

り
、
大
に
安

vω
し
大

の
で
あ
っ
食
。
、

パ
ー
メ
ル
ス
ト
ン
は
外
務
党
職
ー
に
岡
崎
仁
愛
関
大
守
の
臓
を
綬
く
る
の
交
渉
を
受
け
大
川
炉
、

彼
は
俄
然
主
し
て
之
を
拒
絶
し
、
且
注
の
如
き
乎
紙
(
?
一
ー
ニ
月
二
十
三
日
付
)
を
テ
ヅ
セ
ル
仁
怒
っ

?と

立
ue

は
此
事
件
に
闘
す
る
足
下
と
の
実
識
を
結
ぷ
じ
必
剖
t
p、
注
の
こ
貼
を
言
明
し
置
か
会
る

を
得
な
い
。

先
づ
予
は
謹
慎
反
繰
俗
を
破
t
り
食
ら
と
の
足
下
の
非
難
念
特
総
し
な
い
。

次
に
此
非
難
は
足
下
が
予

k
愛
蘭
大
守
と
潟

3
ん
ー
し
し
大
其
事
資
に
依
て
打
消

3
れ
て

79 

出
泊
ゐ
。

何
と
な
れ
ば
此
重
職
を
完
う
す
る
に
除
、
議
慌
及
総
儀
を
以
て
必
‘
裂
の
資
持
と
す

g
o日

女
王
‘
ず
イ
・

9

ト
リ
ヤ
、
と

ωハ
パ

1

メ
i

ル

丸

ト

V

Jl 
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女

王

ず

f
ク

ト

リ

ヤ

之

パ

1
メ

ル

サ

八
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80 

る
と
思
は
る
、
、
わ
ら
で
あ
る
コ

4

・

4
H
一

日
応
れ
貨
に
荷
予
約
外
交
家
の
ふ
両
手
的
総
得
で
あ
る
。

伎
が
特
色
け
い
設
仁
総
々
l
し
し
て
現
れ

て
居
る
で
は
無
い
か
。

ル
ス
ト

Y

紘
一
八
五
一
一
年
一
月
二
十
二
日
付
を
以
て
其
弟
ウ
ヰ
リ
ヤ
ム
ド
ド
宛
て
お
に

長
を
手
紙
仁
、
党
臓
の
由
来
仁
就
て
詳
細
な
る
'
成
明
を
鴻
し
、
グ

i

デ
タ
に
閲
ず
る
失
言
一
再
々
は

パ

!

メ

日
営
に
過
ぢ
な
い
の
や
、
資
拡
オ
ル
レ
ア

ふ
'
嫌
ふ
所
i
し
な

っ
た
の
だ
と
古
つ
て
経
る
。 y
家
共
他
瑛
滋
等
の
陰
謀
の
給
制
不
女
王
及
良
市
視
の
は
品

日
疋
に
は
多
く
の
岡
県
川
れ
が
あ
る
。

革
命
的
制
向
を

喜
ば
ぬ
波
中
は
貨
に
彼
を
大
敵
と
凡
似
似
し
、
英
失
様
子
)
断
つ
て
ほ
畑
、
北
の

，
で
あ
る
。

怜
庁

J

々
月
三
日
本
E

l
-
-、
6
F
こ
、
ニ
平

の
陰
謀
占
ど
別
と
す
る
も
、
猶
彼
は
十
年
間
仁
茂
々
女
王
と
衝
突
し
、
弘
一
職
被
け
離
を
の
情
勢
を
作

• 

，‘
 

，

、

.

-
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つ
北
の
は
事
貨
で
あ
る
。

紛
J
Y
Y

セ

ル
内
閣
は

八

一
一
年
二
月
民
共
法
案
に
闘
し
パ
}
メ
ル

ス
ト
シ
の
潟
に
倒

3

.・句
、

‘ 、' ‘・ーい i -.・

7
レ

ア

」

0

2
7
q
J
J
'
 

彼
れ
の
免
職
は
来
し
て
虎
を
附
刊
に
放
っ
た
の
で
あ
っ
北
。

次
rv
、
同
年
十
二
月
彼
は
ず

曹鳳..  

f、:

ル
ヂ

i

y
の
政
府
仁
入
閣
し
な
い
ペ
得
意
の
外
務
仁
は
就
か

で
内
相
の
印
綬
を
一
取
っ
犬
。

て)

砕

-hb
女
王
?
と
の
閥
係
を
考
ヘ

た
の
で
を
あ
ち
ラ
。

絞
I

り
仁
本
筋
は
女
王
グ
イ
グ
ト
リ
ヤ
の
手
紙
集
(
叶
V
O
N
-
3
3
0
m
Oロ
向
。
口
.
〈
山
の
け

O
忌
(
ω
5
2
3
2
)
h
M
o
g

涼
肘
吋
泊
予

MkoagLゆ
O
W
)

よ
1

リ
主
な
る
資
料
を
得
投

ζι
を
附
詑
し
て
龍
く
。
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